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前 立 腺 全 摘 除 術 の 治療 経験 i 室 崎 
関 井 謙一 郎 , 伊東 
骨盤 内 静脈 うっ 滞 症 候 群 (Intrapelvic venous congestion syndrome) の 
発生 に お ける 内 陰部 静脈 の 病 的 意義 
脳 梗塞 ラッ ト の 勝 腔 機能 障害 に 関す る 実験 的 研究 
カラ ー ド プラ ー 超 音波 検査 に よる 静脈 性 イン ポテ ンス の 検討 
陰茎 海綿 体 動脈 Resistance Index の 評価 一 Ae HH, 山中 
AM 川西 
湯浅 田村 


逆流 消失 後 10 年 以上 観察 し えた 小児 VUR 症例 の 腎 機 能 評価 
特に 逆流 性 腎 症 進展 早期 指 標 と し て の al-microglobulin の 有用 性 
近田 龍一 郎 , 坂井 WR, AR 
阿部 優子 , 竹田 BH, 千田 
自然 歴 か らち みた 小児 精巣 ・ 精 索 水 次 に 対す る 手術 適応 山口 
砂 


浸潤 性 勝 腔 瘍 に 対す る 術 前 化学 療法 の 臨床 効果 と 
その 評価 法 に つい て 
杉村 一誠, 仲谷 達也 。, 
岸本 武 利 , 河野 OF, 
勝 腕 随伴 する 上 内 ・ 上 形成 の 予後 的 意義 
単純 性 堅 埋 胞 に 対す る 経 皮 的 硬化 療法 に お ける 注入 薬 の 検討 
市 川 孝治 , 
津島 知 靖 , 
表 在 性 勝 腕 瘍 に 対す る 勝 腕 内 再発 予防 注入 に お ける 


弘之 


ATP 感受 性 試験 の 有用 性 ti, 笠原 高 太郎 


山下 
執 印 
女児 先天 性 副腎 過 形 成 41 例 に 行っ た 外陰 形成 の 成績 : 史 。 東 


元幸 
太郎 


辻井 俊彦 , 影山 幸雄 , 豊浦 多喜 雄 
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税 所 純 敬 , 森田 
胞 性 疾患 と の 関係 
一 全国 集計 の 結果 一 


覧 移植 後 の 出産 21 例 28 回 の 経験 永野 俊介 , 京 
福西 孝信 , 伊藤 
日 本 に お ける 尿 路 性 器 韻 死亡 の 地域 差 お よび 年 代 差 


前 立 腺 肥 大 症 に お ける Conventional Urodynamic Study 
( 尿 流 測定 ・ 残 尿 測 定 ・ 勝 腕 内 圧 測定 ) の 有用 性 と 限界 
近藤 厚 哉 , 加藤 

長井 辰 哉 , 原 


症例 報告 


堅 平滑 筋腫 の 1 例 と その DNA ploidy pattern 
前 立 腺 原 発 粘液 産生 性 腺 冶 の 1 Bil 
石川 
腎 に 転移 を 来 し た 混合 型 肝 癌 の 1 例 
te 宏 巳 , 門脇 
覧 細胞 癌 術 後 の «-interferon (@-IFN) 療法 中 に 発症 し た 
薬剤 性 免疫 性 溶血 性 貧血 の 1 例 
勝 腕 筋 層 切 開 に よる 勝 腕 拡 大 術 が 有効 で あっ た 
神経 因 性 勝 腕 の 1 例 


長期 化学 療法 施行 中 に 二 次 性 白血病 を 併発 し た 
退 形成 性 セミ ノー マ の 1 Bil 


HA, A 


高木 健太 郎 , 大 島 


秦野 直 。, 


徹 , 


博 通 , 


浩幸 


英児 , 
m=, 


家族 性 に み ら れ た 異 所 性 褐色 細胞 腫 例 仲田 浄 治朗 , 幸彦 , 


五十嵐 宏 , 西田 


知子 


腹部 停留 精巣 より 発生 し た CA19-9 産 生 複合 組織 型 用 細 胞 腫瘍 の 1 例 


山下 
放射 線 晩 期 障 害 に 起因 する と 考え られ た 勝 腕 回 腸 着 の 1 例 


野 俣 浩一 郎 , 
ex, 金武 洋 , 


哲 , 伊藤 


博幸 


雄三 

宜 正 


半 子 
tik 


7 
早川 正道 小川 大 澤 
Bah, 花房 ill 
公彦 , 野島 道生 , 藤本 “1305 

田 誠司 , 佐藤 
大 竹 伸明 , 山中 ……1313 A 

範夫 , 小野 佳 成 , 近藤 eee 
BOL, 近藤 BA, 弘治 ……1321 
仁 , 中 菌 BAA, 五十嵐 誠治 74 

邦弘 。 AM 厚 , 大 橋 正和 eo 
RAR 仁 …… 78 
真紀 子 , 磯山 KT, RA Bz 
画 画 平川 真治 , 宮川 征 男 …… 710 oc 
原 仁 , 中 菌 BAA, 角田 三郎 …… 714 ieee 
昭博 , 井上 勝己 
中 本 HA, MEF 802 
兵 地 信彦 , 奥野 哲男 , KR BO er 

気管 支 動脈 内 注入 療法 を 施行 し た 泌尿 器 癌 の 肺 転移 の 3 例 …… ens 
…… 今 田 世紀 , 塚本 定 , 服部 一 紀 Eye 
細川 松本 富美 ……1004 


大 久保 雄平 。 尾山 博 


吉村 耕治 , 
山内 RA, 河合 恒雄 , 
Doubling Time を 算定 し えた 巨大 腎 血 管 筋 脂 肪 腫 の 1 例 
青木 
シメ チ ジ ン が 有効 で あっ た と 思わ れる 和 覧 細胞 韻 肺 転移 の 2 例 


高 血 糖 症 を 伴っ た 堅 細胞 癌 の 1 Pi 松村 fil, 木原 和徳 , 
後 腹 膜 膝 に 原発 し た と 思わ れる 悪性 中 皮 腫 の 1 例 


先天 性 射精 管 閉 塞 症 の 1 Bil 
広川 


第 84 回 日 本 泌尿 器 科学 会 総会 


基調 講演 
@ 20 世紀 か ら 21 世 紀 を 展望 し て 一 医療 は どう 変わ る か 一 
会 長 講 演 
尿 路 感染 症 の 治療 : その 未来 像 を 求め て 
招請 講演 
m Interstitial cystitis : New concepts of 
pathogenesis and therapy 
® Renal transplantation and renal vascular surgery, 
The role of the urologist 
mw Bladder cancer : An immunotherapy success story 
教育 講演 
ma 人 工 脂 質 膜 の 治療 へ の 応用 a 
堅 結石 と 修 酸 代 講 晴夫 
の 遺伝 子 治 療 臨 床 研究 の 現況 と 展望 
特別 講演 
8 泌尿器 癌 の 薬剤 耐性 : 分 子 機構 と 対策 fT 
« 発 瘍 と 細胞 間 コ ミュ ニケ ーション 
a 尿 路 に お ける 液 胞 型 ATPase の 発現 と その 機能 
w 射精 に 関与 する 自律 神経 
® 組織 中 corticoid 分 析 か ら み た な 無 症候 性 副腎 腫瘍 
市 民 公 開 シ ン ポ ジウ ム 
シル パー・ エ イジ の お し っ こ 学 
市 民 公 開講 座 
尿 が も れる , 尿 が で な い 


8 
や …… 大 久保 雄平 , 福井 ik, 坂野 祐司 ; 
前 田 浩 , 米 
石川 雄一 , 山本 智 理 子 ……1138 
… 沖 原 宏治 , 石田 裕彦 
ine HEA, A 
朴 孝 ……1201 
: 
信 , 朝倉 茂夫 ……1331 
- 
5 
97 
100 
10] 
102 


一 人 生 の 幕 を 気持 ち 良 く 下 ろ す た め に 一 
シン ポジ ウム 
還 泌尿器 科 に お ける 術 後 感染 予防 と 院内 感染 対策 
am 進行 性 泌尿 器 癌 の 手術 療法 一 その 適応 と 限界 一 
© 画像 診断 を 中 心 と する 瘍 の 存在 ・ 拡 が り ・ 性 状 診断 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
ョ イン フォ ー ム ド ・ コ ン セ ント と 瘍 の 告知 
尿 路 変更 術 
一 長期 成績 か ら み た QOL と その 適応 (禁制 型 を 中 心 と し て ) 一 


PSA と 前 立 腺 
ケー ス ・ ス タデ ィ 
神経 因 性 


イン ポテ ンス 
一 般 演題 (ビデ オォ オ ) 


ARTA (口演 ) 
一 般 演題 (示説 ) 


高安 久雄 名 普 教授 の ご 逝去 を 悼む 


9 
- 太田 仁志 , 安永 道生 …… 105 ae 
Ait 好 忠 , AR 111 
古 武 敏彦 , 垣 添 118 
KE 幸彦 , 平木 祥 夫 …… 125 に 
: 柏木 哲夫 , 田中 132 
4 
: IE, 岡田 裕 作 …… 138 
安田 耕作 岩 坪 153 
xX 
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日 本 泌尿 器 科学 会 雑誌 第 87 巻 (1996 年 ) 物 名 索引 


(* 印 は 総説 。 原著 ) 


あぁ 
アデ ニン 結石 (ご 結石 を みよ ) 
い 
Rete, 手術 適応 (山口 孝則 ・ 他 ) *1243 


イン ポテ ンス , カラ ー ド プラ 超 音 波 検 査 ( 奈 路 田 拓 史 ・ 
他 ) *1231 


ウロ ダイ ナミ ックス (つつ 排尿 機能 を みよ ) 
か 
AL) 
褐色 細胞 腫 , 家族 性 (仲田 浄 治朗 ・ 他 ) 1060 
トド 部 尿 路 , 閉塞 症状 ( 狼 森 直哉 ・ 他 ) *815 
き 
逆流 症 (っ 尿 管 逆流 症 を みよ ) 
け 
結石 (ご 覧 結石 , 尿 管 結石 , 尿 路 結石 も みよ ) 
血尿 , Gas cystoscopy ( 鴨 井 和 実 ・ 他 ) *797 
, RAR ( 鴨 井 和 実 ・ 他 ) *992 
原発 性 上 皮 小 体 機 能 元 進 症 (っ 上 皮 小 体 機能 元 進 症 を 
みよ ) 


原発 性 副 甲 状 腺 機能 元 進 症 (っ 上 皮 小 体 機能 元 進 症 を 
みよ ) 


後 腹 膜 腫瘍 , 悪性 中 皮 腫 (井口 幣 浩 ・ 他 ) 1261 


し 


射精 障害 , 射精 管 閉 塞 症 (齋藤 和男 ・ 他 ) 1331 
上 皮 小 体 機 能 元 進 症 , 骨 病 変 (石川 泰 章 ・ 他 ) *67 
上 内 勝 上 内 も みよ ) 
覧 移植 , 出産 (永野 俊介 ・ 他 ) *1305 
ー, 小児 ( 国 方 聖司 ・ 他 ) *50 
> ステ ロイ ド 早 期 離脱 (八木 光隆 ・ 他 ) *1127 
» 腹腔 鏡 下 手術 (鈴木 和雄 ・ 他 ) *748 
覧 露 ・ 尿 管 腫瘍 , Ki-67 抗 原 (小島 圭二 ・ 他 ) *822 
腎 機能 , 体外 衝撃 波 (増井 則 昭 ・ 他 ) *1018 
神経 因 性 勝 腕 , APR ERE ( 浪 間 孝 重 ・ 他 ) *1158 
—, 梗塞 *1221 
—, 勝 腔 拡大 術 (薄井 昭博 ・ 他 ) 802 
腎 血管 筋 脂肪 腫 , 腎 温存 手術 ( 明 利 浩行 ・ 他 ) *1151 
—, Doubling Time ( 沖 原 宏治 ・ 他 ) 1197 
覧 腫瘍 , セ レク チン fh) *831 
-, Interleukin-12 (大 西 哲郎 ・ 他 ) *1175 
-。 ARES (福島 真紀 子 ・ 他 ) 710 
~, Chromophobe cell (大 西 哲 郎 ・ 他 ) *1167 
新生 (塚本 泰司 ) *1 
高 血 糖 症 (松村 剛 ・ 他 ) 1258 
Satellite tumor lesions (小林 実 ) *1071 
シメ チ ジ ン (永野 哲郎 ・ 他 ) 1201 
腫瘍 血管 (佐々 木 隆聖 ) *1032 
腫瘍 浸潤 リン パ 球 (柳谷 仁志 ・ 他 ) *928 
小 腫 瘍 (大 西 哲郎 ・ 他 ) *660 
DNA ploidy (矢内 原 仁 ・ 他 ) 74 
nephron sparing surgery (冨田 善彦 ・ 他 ) *766 
フロ ー サ イト メト リー ( 永 森 聡 ・ 他 ) *754 
モノ クロ ー ナ ル 抗 体 (濱田 斉 ・ 他 ) *1120 
Morphometry ( 橋 根 勝義 ・ 他 ) *667 
薬剤 性 免疫 性 溶血 性 貧血 (矢内 原 仁 ・ 他 ) 714 
薬剤 耐性 (岡野 学 ・ 他 ) *1041 
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ー, 予後 因子 解析 (伊野 宮 秀 志 ・ 他 ) *1099 
浸潤 性 勝 癌 ( 勝 腫 瘍 ・ 浸 性 を みよ ) 
( つ 胞 性 疾患 を みよ ) 


す 
ARE, 臨床 的 検討 (樋口 彰宏 ・ 他 ) *1145 
せ 


精 索 静脈 次 , 精細 胞 PCNA (田中 宏和 ・ 他 ) *885 
精巣 機能 , 免疫 抑制 剤 (岩崎 雅志 ・ 他 ) *42 
精巣 腫瘍 (ラセミ ノー マ も みよ ), CA19-9 ( 野 俣 浩一 
郎 ・ 他 ) 1064 
—, 次 性 白血病 (FES fh) 875 
—, PVeBV 療法 (柏木 明 ・ 他 ) *35 
精巣 捨 転 , 新生 児 (紺屋 英児 ・ 他 ) 1004 
セミ ノー マ 
先天 性 副腎 皮質 過 和 形成, 外陰 部 形成 (北原 聡史 ・ 他 ) * 
1289 
前 立 腺 , 骨盤 内 静脈 うっ 滞 症 候 群 ( 鴨 井 和 実 ) *1009 
—, 一 ( 鴨 井 和 実 ) *1214 
前 立 腺 韻 , androgen receptor (吉川 裕康 ・ 他 ) *956 
NFxB *1082 
集団 検診 (今井 強 一 ・ 他 ) *1191 
前 立 腺 全 摘除 術 (堀田 裕 ・ 他 ) *760 
ーー( 田 口 功 ・ 他 ) *772 
DNA Heterogeneity ( 道 永 成 ・ 他 ) *937 
内 分 泌 治 療 (柿沼 秀秋 ・ 他 ) *997 
内 分 泌 療 法 (松田 博幸 ・ 他 ) *688 
ー( 近 藤 義 政 ・ 他 ) *977 
内 分 泌 化 学 療 法 (小松 秀樹 ・ 他 ) *789 
PSA (山崎 春城 ・ 他 ) *702 
—, 臨床 的 (藤井 昭男 ・ 他 ) *964 
前 立 腺腫 瘍 , 粘液 産生 冶 (早川 邦弘 ・ 他 ) 78 
前 立 腺 全 摘 除 術 , Deep dorsal venous ligator ( 辻 畑 
正雄 ・ 他 ) *1207 
前 立 腺 肥 大 症 , Ho : YAG レー ザー (大道 雄一郎 ) *650 
—, 前 立 腺 増 殖 (杉村 芳樹 ) *721 
—, 組織 構成 成分 (坂井 誠一 ・ 他 ) *695 
—, 尿 流 動態 (後藤 百 万 ・ 他 ) *1321 
—, Pressure-Flow Study (宮武 意 一 郎 ・ 他 ) *1048 
ー, Laser Prostatectomy (鈴木 明彦 ・ 他 ) *947 


SREB Ri (つっ 性 疾患 を みよ ) 


尿 管 。 マ ラコ プラ キア (鈴木 規 之 ・ 他 ) 1056 

尿 管 結石 , ピ ェ ゾ 型 砕石 器 (山下 俊郎 ・ 他 ) *973 

RATE, 勝 腔 内 注入 療法 ( 水 永光 博 ・ 他 ) *923 

OUPF 法 ( 林 祐 太郎 ・ 他 ) *56 

#3, mesonephric adenocarcinoma (大 久保 
平 ・ 他 ) 1138 

尿 流 動態 (排尿 機能 を みよ ) 

氷 路 悪性 腫瘍 , 間 欺 的 動 注 化 学 療法 (住吉 義光 ・ 他 ) * 
682 

尿 路 結石 , 修 酸 ft) *900 

—, マク ロフ ァ ー ジ (伊藤 尊 一 郎 ) *865 

尿 路 性 器 韻 , 制 冶 剤 感受 性 試験 (荻原 雅彦 ・ 他 ) *740 
» 臨床 統計 (中 田 誠司 ・ 他 ) *1313 


の 

PETER RE, 硬化 療法 (秋山 博 伸 ・ 他 ) *1277 

—, PAS (秦野 直 ・ 他 ) *1297 

- 機能 (折笠 一 彦 ・ 他 ) *780 
は 

排尿 機能 , 糖尿 病 (北島 正 一 ) *18 
ひ 

泌尿 器 韻 ( つ 尿 路 性 器 冶 も みよ ), 気管 支 動 脈 内 注入 療 

法 (今田 世紀 ・ 他 ) 942 


—, fh) *1183 


腹腔 鏡 下 手術 。 クッ シン グ 和 症候 群 ( 邊 山 知己 ・ 他 ) *986 
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> A (加藤 範夫 ・ 他 ) *13 

» 侵襲 性 (馬場 志郎 ・ 他 ) *842 

副腎 腫瘍 , *915 


ほ 


勝 腕 腫 場 , イメ ー ジ サイ トメ トリ ー (山本 真也 ・ 他 ) * 
1026 
» hCGB ( 森 末 浩 一 ・ 他 ) *643 
» 細胞 生物 学 ( 橘 政 昭 ) *629 
» Bethke (井上 高明 ) *1092 
» 放射 線 併用 化学 療法 AREA + fth) *857 
DEMS BORE, 術 前 化学 療法 ( 西 阪 誠 泰 ・ 他 ) *1250 
» 術 前 補助 化学 療法 ( 堤 雅 一 ・ 他 ) *1105 
» 動 注 療法 (吉井 慎一 ・ 他 ) *27 
Grade 3 (篠原 充 ・ 他 ) *892 
» 再発 (山田 泰之 ・ 他 ) *61 


» 増殖 速度 (太田 智則 ・ 他 ) *851 
—, 薬剤 感受 性 試験 (井上 慶治 ・ 他 ) *1281 
RAR (> LRAMSAL), 予後 因子 (和食 正 
久 ) *1269 
勝 腕 全 摘術 , 勃起 機能 温存 (木原 和徳 ・ 他 ) *676 
放射 線 期 (AGES fh) 1134 
勝 腔 尿 管 逆流 , 逆流 防止 術 (島田 憲次 ・ 他 ) *909 
尿 管 逆流 症 , «1-microglobulin (太田 章 三 ・ 他 )* 
1236 


む 


無 症候 性 血尿 (っ 血尿 を みよ ) 


や 


夜尿症 , 勝 腕 内 圧 脳波 終夜 同時 測定 (今田 直樹 ・ 他 ) * 
1114 
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掲載 対象 
日 本 泌尿 器 科 学会 雑誌 は , 泌尿 器 科 学 全般 に わた る 

学術 性 の 高い 論文 を 掲載 する . 

構成 

本 誌 は 泌尿 器 科 学 に 関連 し た (1) 原 著 論文 (2) 症例 

報告 (3) 手 技 ・ 器 具 等 の 開発 ・ 工 夫 (「 手 技 の 開発 」) 

(4) 総説 (編集 委員 会 か ら の 依頼 に よる ) お よび (5) そ 

の 他 の 公報 を も っ て 構成 する . 

投稿 要領 

1, 投稿 資格 : 著者 全員 が 本 学会 会 員 で ある こと を 
要する . 

2. 独自 性 : 投稿 原稿 は 他 の 学術 誌 に 掲載 済 ・ 掲 載 予 
RMP CH 

3, 倫理 性 : 投稿 原稿 の 内 容 は 倫理 性 に 配慮 し , 臨床 
研究 ・ 動 物 実 験 と も 実施 施設 の 倫理 委員 会 等 の 規 
定 に 従う も の と する . 

4, 原稿 の 書式 : 

1) 用 紙 : A4 ま た は B5 と する が , 図 ・ 表 の 台紙 も 
含め 同一 の サイ ズ の 用 紙 で 統一 する . 

2) AM: 和文 表紙 を 1 頁 目 と し , 頁 数 を 各 頁 の 
下端 中 央 部 に 記入 する . 

3) 英文 : 英文 部 分 は ダブル スペ ー ス で タイ プ す 
4. (ワー プロ 可 ) 

4) 和文 : 現代 か な づか い , 当 用 漢字 を 用 いた 横 
書き と し , 1 枚 400 字 (20x20 字 ) に 清書 する . 
鉛筆 書き は 認め な い 。 な お 外国 語 の 表記 は 人 
名 ・ 地 名 な どの 固有 名 詞 は な る べく 原 字 を 用 
いて 最初 の 1 字 の み 大 文字 と し , 普通 名 詞 は 
全部 小文字 と する . 日 本 字 で 書く と き は カタ 
AF EDS, 年 号 は 西 を 用 いる . 数 字 は す 
べ て 算 用 数 字 を 用 い , 略号 は 次 の よう に する . 
3 カ ヵ月, lcm?, 1/, lml, lg, mg/dl, 37°C. 

5) 原稿 の 長 さ : 全体 の 長き さ (和文 表紙 か ら 図 ま 
で ) は 原著 に お いて は 刷 上 り 10 ペ ー ジ (400 字 
詰 原稿 用 紙 50 枚 ) LAAN, 症例 報告 に お いて は 
同 4 ペー ジ ( 同 20 枚 ) LAN, 手技 の 開発 で は 
同 6 ペー ジ ( 同 30 枚 ) 以内 と する が , 簡潔 な 
記述 が 望ま し い . な お , 図表 は 各 1 点 を 400 字 
詰 原稿 用 紙 1 枚 と 換算 する. 

6) 原稿 は ホチキス 留め せ ず に , クリ ッ プ で 留め 
る . 


稿 規 定 


5. 原稿 の 形式 : 以下 の 順序 と 形式 で 記述 する . 


1) 


6) 


7) 


1) 


例 2 ) 


9) 


和文 表紙 : 表題 , 所 属 機 関 名 , 著者 名 , 連絡 
先 (住所 , 氏名 , 電話 番号 , FAX 番号 ) の 順 
に 記載 する . 

英文 表紙 : 表題 , 著者 名 , 所 属 機 関 名 , OM 
に 記載 する . 

英文 抄録 : 抄録 本 文 (600 語 以内 ), 3 語 以 内 
の key words (英文 ) の 順に 記載 する . 
英文 抄録 の 和訳 : 英文 抄録 の 遂 語 訳 と する . 
和文 要旨 : 3 語 以 内 の キー ワー ド (AIX), B 
旨 (600 字 以内 ) の 順に 記載 する . 英文 抄録 ・ 
和文 要旨 に は , 目的 ・ 方 法 ・ 結 果 ・ 結 論 を 明 
記す る . 

本 文 : 原著 で は 緒言 , 対象 ・ 方 法 , 結果 , 考 
ROM, 症例 報告 で は 緒言 , 症例 , FROM, 
手技 の 開発 で は , 緒言 , 手技 ・ 器 具 ・ 工 夫 , 
考察 の 順 と し , 各 項 目 ご と に 頁 を 改め る . 
文献 : 引用 文献 は 必要 最小 限 に と ど め る . 引 
用 の つど 本 文中 に 番号 を うち ,。 末尾 に 引用 順 
に (また は 著者 の 姓 の ABC 順に ) 下記 の 書式 
に し た が っ て 一 括 し て 記載 する .。 な お , 外国 
語 は 必ず タイ プ す る 。 (ワー プロ 可 ) 

誌 の 場合 : 著者 名 (全員 ) : 題名 , 雑誌 名 , 
4, 最初 お よび 最終 頁 , 発行 年 . 
Washington, G., Lincoln, A. and Kennedy, 
J.F.: Urinary tract infection. J. Urol., 149, 
55—59, 1993. 
単行 本 の 場合 : 著者 名 : 題名 , 書名 , 第 何 版 , 
引用 頁 , 発行 社 , 発行 地 , 発行 年 . 

Stamey, T.A. and McNeal, J.E.: Adeno- 
carcinoma of the prostate. In Campbell’s 
Urology, 6th ed., pl159—1221, Saunders 
Co., Philadelphia, 1992. 

表 : 表 は 本 文 の 記述 と の 重複 で あっ て は な ら 
な い ,。 表題 を 上 段 に 明記 し , 縦 昧 線 の 使用 を 
避け , 1 ペー ジ の 紙面 に 許さ れる 字数 以内 に 
お さめ る 。 また 各 表 に は 表 1, 表 2 の よう に 
順番 を つけ , 原稿 欄外 右側 に 挿入 すべ き 位 置 
を 明示 する . 

図 の 説明 : 図 の 表題 と 説明 文 を 別紙 に まとめ 
て 添付 する . 


| 

‘ 
| 

8) 


10) 図 : 図 は コピ ー で は な くさく 印 画 紙 に 焼き 付け , 
裏面 に 筆頭 著者 名 と 上 下 を 明記 し た 上 , 取り 
外し 可能 な ょ うに 台紙 に 取り 付け る . ( 灯 ・ 
テー プ な ど に よる 貼り 付け は 禁止 と する .) ま 
た 各 図 に は 図 1。 図 2 の よう に 順番 を つけ 。, 
原稿 欄外 右側 に 挿入 すべ き 位 置 を 明示 する . 


6. 投稿 時 の 送付 状 : 投稿 時 に は , 投稿 の 旨 と 投稿 原 


7, 


稿 が 他 誌 に 掲載 済 ・ 掲 載 予 定 ・ 投 稿 中 で な い 旨 を 
述べ た 送付 状 を 添付 する . また , 特別 掲載 を 希望 
する 場合 は その 理由 を 併せ 述べ る . 

投稿 先 : 書留 と し , 下記 宛 に 4 部 送付 する . 3 部 
は コピ ー で よい が , 写真 は オリ ジ ナ ル と する 。 な 
お 印刷 後 は 原則 と し て 原稿 を 返却 し な らい. また 万 
ー の 事故 に そなえ て 必ず コピ ー を 手元 に 控え て 

〒113 東京 都 文京 区 本 郷 3 一 14 一 10 RAE WV 
日 本 泌尿 器 科 学会 編集 委員 会 

TEL : 03-3814-7921, FAX : 03-3814-4117 


審 査 : 原 稿 は その 内 容 ・ 形 式 な ど に つき 2 名 以上 の 


レフ リー に より 審査 され , 編集 委員 会 の 審議 
を 経て , 適格 と され た も の が 受理 され る . 


: 原稿 は 受理 され た 順に 掲載 する が , 特別 掲載 


と し て 申し 込み を 受け た 場合 は 早期 に 掲載 す 
る . 


: 初 校 は 著者 校正 と する . 校正 刷り は 原稿 と と 


も に 編集 者 指定 の 期日 内 に 書留 速達 に て 返送 
tS. な お 編集 委員 会 の 責任 に お いて 若干 の 
字句 の 訂正 を 行う こと が ある . 


: 別刷 り 必 要 数 は 校正 刷り 返送 時 に 申し 込む . 


た だ し 50 部 以上 と し , 費用 は 全額 著者 負担 と 
な る 。 


: 掲載 料 は 4 ペー ジ ま で は 1 ペー ジ に つき 


3,000 円 , 5 ペー ジ 目 か ら 1 ペー ジ に つき 
5,000 円 と する . アー ト 紙 , 写真 版 , 図表 , 別 
刷 な どの 料金 は 別に 実費 を 申し 受け る . 特別 
掲載 の 場合 は 経費 の 全額 が 著者 負担 と な り , 
更に 特別 掲載 料 と し て 30,000 円 を 申し 受け 
る . 

(1993 年 9 月 改訂 ) 
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